
 

『平
成
三
十
年
度
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

六
郷
支
部
の
総
会
及
び
講
演
会
が
開
催
』 

 

 

   
 

回覧 

 

青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
六
郷
支
部
（
支
部

長 

山
田
訓
之
）
の
総
会
が
、
５
月

２６

日

（
土
）
、
（
午
後
七
時
０
０
分
）
六
郷
地
区
セ
ン

タ
ー
集
会
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
支
部
長
・
来
賓
（
社
会
教
育
課
長 

清
水
様
）

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
出
席
者
は
自
治
会
長
、
地
区

出
身
議
員
、
社
会
教
育
委
員
、
地
区
内
小
中
学
校

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
地
区
子
供
会
代
表
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
ス
ポ
ー

ツ
委
員
、
生
涯
学
習
委
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
委

員
、
お
や
じ
倶
楽
部
、
六
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

関
係
者
等
出
席
者
（
７８
名
）
、
委
任
状
を
含
め
て

一
四
四
名
の
出
席
が
あ
り
過
半
数
を
超
え
て
い
る

の
で
成
立
し
ま
し
た
。 

 

議
事
に
入
り
、
第
１
号
議
案 

平
成
２９
年
度
事

業
報
告
、
第
２
号
議
案 

決
算
報
告
、
代
３
号
議

案 

規
約
改
正
、
報
告
事
項 

正
副
支
部
長
並
び

に
監
査
委
員
選
出
に
つ
い
て
、
第
４
号
議
案 

平

成
３０
年
度
事
業
計
画
、
第
５
号
議
案 

平
成
３０

年
予
算
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
全
議
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
様
、
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

☆ 

全
体
で
の
事
業
計
画 

第９６号 

青少年健全育成市民会議六郷支部 

平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ ５ 日  

六 郷 地 区 セ ン タ ー 

ＴＥＬ ０５３７－３５－３４５９ 

E-mail  rokugou-chiku.c@nifty.com 

一
、
昆
虫
展 

（
７
月
２７
日
～
２８
日
） 

二
、
青
少
年
交
流
事
業 

子
供
ス
キ
ー
・

雪
遊
び
ツ
ア
ー 

（
平
成
３１
年
３
月
８
日
～
１０
日
） 

三
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
と
ロ
ボ
サ
ッ
カ
ー 

（
７
月
３１
日
～
８
月
１
日
） 

 
 

☆ 

お
や
じ
倶
楽
部
の
事
業
計
画 

一
、
７
月
２１
日
、
２９
日 

昔
の
遊
び 

 
 
 
 

（
水
鉄
砲
作
り
） 

ア
エ
ル 

二
、
８
月
１９
日 

水
鉄
砲
合
戦 

 
 
 
 
 
 

菊
川
運
動
公
園
芝
生
広
場 

 

 

 
 
 
 

炎
衆
北
斗 

↑ 

炎
衆
北
斗 

  三
、
９
月
２３
日 

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ 

 
 
 
 

ン
グ
＆
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ 

国
安
河
口 

四
、
11
月
２５
日  

第
５
回
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

他 

 

☆
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
牧
之

原
農
村
婦
人
の
家
で
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。 

各
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
都
度
募
集
を
か
け
て
い
き
ま
す
の
で

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
終
了
後
、
「
不
登
校
児
、
外
国
人
の
子
供

達
へ
の
支
援
と
地
域
で
出
来
る
こ
と
」
と
題
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
ク
ー

ル
協
会
理
事
長
ｎ
山
下
泰
孝
さ
ん
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。 

 

講
演
の
内
容
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
、
不
登
校
児
の
現
状
と
そ
の
原
因
と
な
る
要

因
を
心
理
学
分
析
よ
り
解
析
し
解
消
し
て
い
く

こ
と
、
ま
た
外
国
人
の
子
供
達
の
日
本
語
へ
の

理
解
度
が
ど
の
よ
う
な
状
態
か
ど
の
よ
う
に
接

し
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
地
域
で
こ
の
よ
う
な
子

供
達
へ
の
接
し
方
等
を
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

裏
面
に
つ
づ
く 

 

総会の風景 



 

 

こ
の
プ
レ
大
会
は
五
丁
目
上
・
下
の
子
供
会
を

中
心
に
本
番
大
会
（
七
月
二
十
九
日
）
の
た
め

の
試
行
戦
で
子
ど
も
た
ち
約
二
十
人
が
参
加
し

た
。
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

一
戦
ご
と
に
慣
れ
て
次
は
最
強
チ
ー
ム
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
に
連
絡
を
入
れ
た

と
こ
ろ
、
４
社
が
取
材
に
来
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン

は
カ
メ
ラ
が
濡
れ
た
ら
故
障
す
る
の
で
、
取
材

に
は
気
を
使
っ
た
よ
う
だ
。 

試
合
は
一
セ
ッ
ト
十
分
間
で
合
計
三
セ
ッ

ト
、
残
っ
て
い
た
選
手
数
で
優
劣
を
決
め
る

が
、
い
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
そ
の
時
点
で
終

了
と
な
る
。 

的
を
破
ら
れ
た
選
手
は
、
コ
ー
ト
外
に
出
る

が
、
外
か
ら
攻
撃
し
て
相
手
の
的
を
破
る
と
ま

た
復
活
で
き
る
。 

 

 

ややッ 敵だ！水がない↑ 

転んじ

ゃった 

 

 

 

 

☆水鉄砲大会のお知らせ 

 ８月１９日（日）午前９時～ 

・菊川運動公園芝生広場 

（西方） 

・濡れても構わない服装 

・水中メガネ、水筒、着替え等 

・申込み １チーム７名以上 

・参加費 1 チーム 1,000 円 

・六郷地区センター 35-3459 

・締め切り 8月 3日（金） 

 

平成 30 年度青少年健全育成市民会議六郷支部会計予算書 

   
自 平成 30 年 4 月１日     至 平成 31 年 3 月 31 日 

     １ 収入の部 
  

（単位：円） 

収入項目 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比  較 説  明 

六郷連合

自治会 
300,000 300,000 0 各自治会会員より  100 円／戸  

補助金 49,000 49,000 0 菊川市１％地域づくり活動交付金 

参加費 610,000 590,000 20,000 
ロボット作成 30 人*3,000 円=90,000 円      スキー・雪見 子供 20 人×

16,000 円＋大人 10 人×20,000 円＝520,000 円 

雑収入 0 1 △ 1 預金利息 

繰越金 39,351 29,803  9,548 前年度より 

計 998,351 968,804 29,547   

     ２ 支出の部 
  

（単位：円） 

     
支出項目 

本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比  較 説  明 

会議費 15,000 15,000 0 お茶代、資料印刷代、コピー代 

通信費 20,000 20,000 0 切手、はがき代他 

事業費 835,000 813,500 21,500  
講師謝礼(星を見る会 1 万円、講演会 2.5 万円など）、昆虫展 5.5 万円、スキー雪遊び 58 万

円、ロボット製作 12 万円、青少年育成だより１万円他 

助成金 113,000 113,000 0 
青葉台読書会 1 万円、六郷子供会 1．5 万円、通学合宿 3 万円、牧之原子供会 1.5 万円、

生き生きサロン他 1.3 万円、おやじ倶楽部 2 万円、科学少年団 1 万円他 

雑費 15,351 7,304 8,047 写真印画紙、インク代等の消耗品、雑費 

計 998,531 968,804 29,547   

(註） 各項目の流用を認める。                          
 

      平成 29年 4月１日    支部長 山田 訓之 
   

 

 
お
話
の
内
容 

○
不
登
校
っ
て
、
病
気
な
の
？
育
て
方
が
悪
か
っ

た
の
？
お
母
さ
ん
の
責
任
？ 

○
外
国
人
の
子
供
達
っ
て
、
家
で
も
日
本
語
を
話

す
の
？
日
常
会
話
が
出
来
れ
ば
勉
強
が
分
か
る

の
？ 

勿
論
、
す
べ
て
答
え
は
「
い
い
え
」
で
す
。 

不
登
校
児
へ
の
対
応
は
、
①
、
不
登
校
へ
の
理

解
②
、
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
地
域
活
動
へ

の
誘
い
。
③
、
共
に
楽
し
み
、
共
に
喜
ぶ
事
が
必

要
で
す
。
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
を
解
消
し
、
自

立
へ
の
扉
を
開
く
。 

 

外
国
人
の
子
供
達
は
、
母
語
の
確
立
が
日
本
語

の
習
得
に
不
可
欠
、
日
常
会
話
の
習
得
に
は
１
～

２
年
か
か
る
が
学
習
言
語
の
習
得
に
は
７
～
８
年

か
か
る
。 

地
域
で
出
来
る
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
た
日
本
語

で
ゆ
っ
く
り
繰
返
し
て
言
う
。
身
体
的
違
い
や
習

慣
の
違
い
へ
の
理
解
、
地
域
住
民
の
一
人
と
し

て
、
地
域
活
動
へ
の
誘
い
。
共
に
楽
し
み
、
共
に

喜
ぶ
事
が
必
要
で
す
。 

 

皆
様
の
理
解
が
子
供
達
の
成
長
に
必
要
で
す
地

域
で
見
守
り
育
て
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
相
談
窓
口 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
静
岡
県
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４
‐
６
４
４
‐
１
３
０
４ 

山下氏のお話 


